
  

 志賀原子力発電所 使用済燃料の処分の方法に係る
 原子炉設置変更許可の申請について

                                                                            平成28年8月16日
                                                                            北陸電力株式会社

　当社は、本日（８月16日）、志賀原子力発電所１号機及び２号機における「使用済

燃料の処分の方法」に係る原子炉設置変更許可を原子力規制委員会に申請しましたの

で、お知らせします。

　当社は、本年５月の「原子力発電における使用済燃料の再処理等の実施に関する法

律」の公布
※
により、同法の施行後は使用済燃料の再処理に係る実施体制が変更となる

ことから、本日（８月16日）、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する

法律」に基づき、志賀原子力発電所１号機及び２号機における原子炉設置許可申請書

本文第８号の「使用済燃料の処分の方法」に係る原子炉設置変更許可を原子力規制委

員会に申請しました。

  

　なお、本変更での設備の設計変更や改造工事等はありません。

　

以　上

（添付資料）申請の概要

※ 本年５月11日に、「原子力発電における使用済燃料の再処理等のための積立金

　 の積立て及び管理に関する法律の一部を改正する法律案」が可決・成立し、

　 改正後の法律名称「原子力発電における使用済燃料の再処理等の実施に関する

　 法律」として５月18日に公布された。

 



申 請 の 概 要

○本文第８号｛使用済燃料の処分の方法）の記載内容の変更

○法改正の概要

添付資料

変更前 変更後

使用済燃料は，国内再処理事業者において再処理を行う
ことを原則とすることとし，再処理されるまでの間，適
切に貯蔵・管理する。

使用済燃料は，原子力発電における使用済燃料の再
処理等の実施に関する法律（以下「再処理等拠出金
法」という。）に基づく拠出金の納付先である使用済
燃料再処理機構から受託した，原子炉等規制法に基づ
く指定を受けた国内再処理事業者において再処理を行
うことを原則とし，再処理されるまでの間，使用済燃
料を適切に貯蔵・管理する。

ただし，使用済燃料再処理等積立金が使用済燃料
再処理機構に引き渡されるまでの間は，平成12年12月
５日付けで許可を受けた記載を適用する。

再処理の委託先の確定は，燃料の炉内装荷前までに行い，
政府の確認を受けることとする。
ただし，燃料の炉内装荷前までに使用済燃料の貯蔵・管

理について政府の確認を受けた場合，再処理の委託先に
ついては，搬出前までに政府の確認を受けることとする。

（削除）

海外において，再処理を行う場合は，これによって得ら
れるプルトニウムは国内に持ち帰ることとする。
また，再処理によって得られるプルトニウムを海外に移

転しようとするときには，政府の承認を受けることとす
る。

海外において再処理が行われる場合は，再処理等拠
出金法の下で我が国が原子力の平和利用に関する協力
のための協定を締結している国の再処理事業者におい
て実施することとする。
海外再処理によって得られるプルトニウムは国内に

持ち帰ることとする。
また，再処理によって得られるプルトニウムを海外

に移転しようとするときは，政府の承認を受けること
とする。

・使用済燃料の再処理等事業に必要な資金を拠出金制度により安定的に確保
・再処理等事業を、引き続き着実かつ効率的に実施するための認可法人（使用済燃料再処理機構）の設立

各原子力事業者

事業指定を受けた
再処理事業者

（ 日本原燃㈱ )

資金管理法人 ※ 各原子力事業者

認可法人
（使用済燃料再処理機構）

事業指定を受けた
再処理事業者

（ 日本原燃㈱ )

積立

費用を支払い
（再処理を委託中）

払戻

＜現行＞ ＜法改正後＞

再処理等費用を拠出
（拠出を義務付け）

費用を支払い
（再処理等事業を委託）

○法改正前後の比較

※ 公益財団法人 原子力環境
整備促進・資金管理センター
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